
＜解答類型と分析＞

解答類型 類型を判断する条件 解答例

１ ◎ ①をA、②をD、③を A、④をＢと解答している。
①Ａ   ②Ｄ

③Ａ   ④Ｂ

２ ①をA、②をD、③を Aと解答し、④をB以外と解答している。
①Ａ   ②Ｄ

③Ａ   ④Ｂ以外

３ ①をA、②をD、④をBと解答し、③を A以外と解答している。
①Ａ   ②Ｄ

③Ａ以外 ④Ｂ

４ ①をA、③を A、④を Bと解答し、②をD以外と解答している。
①Ａ   ②Ｄ以外

③Ａ   ④Ｂ

５ ②をD、③を A、④をBと解答し、①を A以外と解答している。
①Ａ以外 ②Ｄ

③Ａ   ④Ｂ

９ 上記以外の解答

０ 無解答 ―

＜出題のねらい＞

千葉県の特徴について出し合った多様な情報を整理するために、それぞれの資料の共通点を見いだ

し、分類できるかどうかをみる。

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞

「見いだす」既習の内容や方法を振り返る。

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力

＜授業改善の視点＞

学習の導入では、児童の主体的な話合いを通して、学習の目的やテーマを明確にし、学習全体の見

通しをもたせることが大切です。集めた情報や一人一人の考えを整理する過程を思考ツール等で視

覚化するなどの工夫をすることで、話合いがより活発になるでしょう。また、情報を分類・整理す

る際には共通点や違いに向けるなど、児童が自ら学習を進められる力を身に付けられるように指導

していきましょう。

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度

５年 （１） 選択・短答・記述式 ５ 分 易・普通・難

個票への記述

それぞれの仲間の特ちょうをとらえて、残っているふせんの分類が正しくできています。その調子で、これか
らもじょうほうを分類するときは、その特ちょうをくらべて共通点やちがいをとらえることで、じょうほうを
分類する力をさらにのばしていきましょう。

「びわ」や「らっかせい」から、B の仲間が、果物や野菜（農業）に関係のある仲間であることに気づくこと
ができると、④「なし」は「農業」が共通点となり、B の仲間に入ることがわかります。分類するときは共通
点やちがいに目を向けていきましょう。

「のり」や「漁かく量」、「地引きあみ」から、A の仲間が、海や魚（水産業）に関係のある仲間であることに
気づくことができると、③「さざえ・あわび」は「水産業」が共通点となり、A の仲間に入ることがわかりま
す。また、「あまさん」というキーワードに着目するのもよいでしょう。

「アクアライン（道路）」や「モノレール（鉄道）」から、D の仲間が、交通に関係のある仲間であることに気
づくことができると、②「なりた空港」は「交通」が共通点となり、D の仲間に入ることがわかります。分類
するときは共通点やちがいに目を向けていきましょう。

「のり」や「漁かく量」、「地引きあみ」から、A の仲間が、海や魚（水産業）に関係のある仲間であることに
気づくことができると、①「いわし」「漁かく量」の言葉から、Aの仲間に入ることがわかります。分類すると
きは共通点やちがいに目を向けていきましょう。

A～Dにすでに分類されているふせんをよく見て、共通点やちがいを見つけてみましょう。①～④のふせんと、
A～Dの仲間をくらべて、共通点を見つけることで、どの仲間に入るかがわかります。じょうほうを分類すると
きは共通点やちがいを見つけてみましょう。

①～④ふせんをそれぞれの仲間に入れてみて、A～D の仲間のふせんと共通点があるかどうか考えてみましょ
う。じょうほうを分類するときは共通点やちがいを見つけてみましょう。

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年）



   

 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 解答例 

１  ア「伝とう」と解答しているもの。 ア 

２  イ「交通」と解答しているもの。 イ 

３ ◎ ウ「水産業」と解答しているもの。 ウ 

４  エ「観光業」と解答しているもの。 エ 

５  オ「海岸」と解答しているもの。 オ 

０  無解答 ― 

 

＜出題のねらい＞ 

整理した情報の特徴を明確にするために、それぞれのグループの共通点を適切な言葉で表すことが

できるかどうかをみる。 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「見いだす」 疑問をもつ。課題を明確にする。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

 

＜授業改善の視点＞ 

分類した情報の共通点を短い言葉で表す活動は、情報の特徴を明確にするためにとても有効です。

他教科においても、筆者の考えや文章から読み取ったことを、学習の目的に合わせて、短い言葉で

まとめることで、要点や大切なポイントを押さえることができます。そのためには、キーワードに

注目させたり、自分の言葉でラベリングしたりするなどの活動を工夫するとよいでしょう。 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （２）－① 選択・短答・記述式  ２ 分 易・普通・難 

 

個票への記述 

A の仲間について、「海」「産業」というキーワードで見てみるとよいでしょう。特ちょうを表す名前をつける

ときは、一つ一つを見るだけでなく、仲間全体を見て共通するキーワードを考えるとよいでしょう。 

A の仲間について、「海」「産業」というキーワードで見てみるとよいでしょう。特ちょうを表す名前をつける

ときは、一つ一つを見るだけでなく、仲間全体を見て共通するキーワードを考えるとよいでしょう。 

ふせんの分類について、仲間ごとの共通点をとらえ、てき切な言葉で表すことができています。 

A の仲間について、「海」「産業」というキーワードで見てみるとよいでしょう。特ちょうを表す名前をつける

ときは、一つ一つを見るだけでなく、仲間全体を見て共通するキーワードを考えるとよいでしょう。 

A の仲間について、「海」「産業」というキーワードで見てみるとよいでしょう。特ちょうを表す名前をつける

ときは、一つ一つを見るだけでなく、仲間全体を見て共通するキーワードを考えるとよいでしょう。 

ふせんの共通点を言葉で表すために、特ちょうを書き出してみましょう。その中から、ぴったりと合うものを

見つけていくとよいでしょう。 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 



   

 

 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 解答例 

１ ◎ 「農業」または「作物」と解答している 
農業（または「作
物」） 

２  「農業」または「作物」と同義だが、表記の間違いがある 
「濃業」「昨物」
など 

９  上記以外の解答  

０  無解答 ― 

 

＜出題のねらい＞ 

整理した情報の特徴を明確にするために、それぞれのグループの共通点を適切な言葉で表すことが

できるかどうかをみる。 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「見いだす」 疑問をもつ。課題を明確にする。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

 

＜授業改善の視点＞ 

分類した情報の共通点を短い言葉で表す活動は、情報の特徴を明確にするためにとても有効です。

他教科においても、筆者の考えや文章から読み取ったことを、学習の目的に合わせて、短い言葉で

まとめることで、要点や大切なポイントを押さえることができます。そのためには、キーワードに

注目させたり、自分の言葉でラベリングしたりするなどの活動を工夫するとよいでしょう。 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （２）ー② 選択・短答・記述式  ２ 分 易・普通・難 

 

個票への記述 

分類したふせんについて、共通点をとらえ、Bの仲間の特ちょうをてき切な言葉で表すことができていま

す。タイピングも正しく入力できました。 

分類したふせんについて、共通点をとらえ、Bの仲間の特ちょうを表す言葉を見つけることができました

が、漢字をまちがえていました。正しい漢字で入力するように気を付けましょう。 

B の仲間のふせんの共通点を考え、言葉で表してみましょう。どちらのふせんにも共通する言葉を見つけ

るには、特ちょうを表す言葉を考えることが大切です。 

分類した仲間について共通点を言葉で表すことは、特ちょうを明らかにするために大切です。ふせん全体

をよく見て、共通することをメモで書き出すなどの練習をするとよいでしょう。 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 



 

 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 解答例 

１ ◎ 
千葉県の魚種別水揚げ量を示す資料であり、みくさんの「千葉県
でどのような魚が多くとれるか」という考えに適切な資料として
選んでいる。 

（ア） 

２  （イ）は北海道の魚種別水揚げ量を示す資料であり、みくさんの
調べたい「千葉県」の資料としてふさわしくない。 

（イ） 

３  
千葉県を話題にした資料であるが、魚料理についての内容であ
り、「どんな魚が多くとれるか」を調べたいみくさんの考えには
合わない。 

（ウ）、（エ）、（オ）
のいずれか 

４  千葉県で多くとれる魚の話題ではあるが、魚の値段の話であり、
みくさんの調べたい内容に合っていない。 

（カ） 

５  北海道の魚料理に関する内容であり、北海道の児童が調べる内容
であるため、みくさんの調べたい内容に合っていない。 

 
（キ） 

 

０  無解答 ― 

 

＜出題のねらい＞ 

複数の資料を関連付け、内容を把握し、学習のめあてとグループで調べたいことに応じた、適切な

資料を選択できるかどうかをみる。 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「自分で取り組む」解決の見通しをもつ。情報を収集し調べる。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

 

＜授業改善の視点＞ 

調べ学習の際に、必要な情報を選び出すには、まず、学習のめあてやテーマを基に調べたいことを

明確にすることが大切です。そして、集めた情報がどのようなことを伝えているのかということに

注意して内容を正確に読み取らせましょう。何を示す資料かよく確認し、調べたいことに必要かと

いう視点で考えることで根拠をもって情報を取捨選択する力が付いてきます。 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （３）① 選択・短答・記述式 ３ 分 易・普通・難 

 

個票への記述 

調べ学習を進めていくためにどのようなじょうほうが必要かをわかっており、ふく数のし料の中からてき
切なじょうほうを選ぶことができています。 

調べたい内ようについて「どのような魚が多くとれるか」に着目してし料を選ぼうとしていますが、「どこ
でとれる魚か」という見方ができていませんでした。し料を選ぶときは、調べたい内ようにふさわしいか
よくたしかめ、てき切なし料を選ぶようにしましょう。 

「千葉県の魚」に関するし料を選ぼうとしていますが、調べたい内ようである「どんな魚が多くとれるか」
には合わないし料を選んでいました。し料を選ぶときは、調べたい内ようにふさわしいかよくたしかめ、
てき切なし料を選ぶようにしましょう。 

「千葉県で多くとれる魚」についての話ですが、1種類の魚のねだんについての話であり、「どのような魚
が多くとれるか」というみくさんの調べたいことに合っていません。し料を選ぶときは、調べたい内よう
にふさわしいかどうかよくたしかめてから選ぶようにしましょう。 

（キ）は、北海道の魚料理に関するし料であり、「千葉県ではどのような魚が多くとれるか」というみくさ
んの調べたい内ように合いません。し料を選ぶときは、調べたい内ようにふさわしいかどうかよくたしめ
てから選ぶようにしましょう。 

まずは、調べたいことは何かをはっきりさせましょう。そして集めたし料の内ようとよくくらべて、調べ
たいことにふさわしいかどうかたしかめ、必要なし料を選びましょう。 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 



 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 解答例 

１ ◎ 
千葉県の魚料理のよさや、どのような魚料理があるかを示す
資料であり、ともさんの考えに適当な資料である。（全て正
答を選択している） 

（ウ）（エ）（オ） 

２  
千葉県の魚料理のよさや、どのような魚料理があるかを示す
資料を選択しているが不足があり、必要な資料を見落として
いる。（正答を選択しているが、不足している） 

（ウ）、（エ）、（オ）
のいずれか１つまた

は２つ 

３  千葉県の魚料理のよさや、どのような魚料理があるかを示す
資料を選択しているが、必要のない資料も選択している。 

正答の（ウ）（エ）
（オ）と、誤答の
（ア）（イ）、（カ）
（キ）の組み合わせ 

４  調べたい内容にふさわしい資料ではない資料を選択してい
る。 

（ア）（イ）（カ）
（キ）のすべてま
たはいずれか 

０  無解答 ― 

 

 

＜出題のねらい＞ 

複数の資料を関連付け、内容を把握し、学習のめあてとグループで調べたいことに応じた、適切な

資料を選択できるかどうかをみる。 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「自分で取り組む」解決の見通しをもつ。情報を収集し調べる。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

 

＜授業改善の視点＞ 

調べ学習の際に、必要な情報を選び出すには、まず、学習のめあてやテーマを基に調べたいことを

明確にすることが大切です。そして、集めた情報がどのようなことを伝えているのかということに

注意して内容を正確に読み取らせましょう。何を示す資料かよく確認し、調べたいことに必要かと

いう視点で考えることで根拠をもって情報を取捨選択する力が付いてきます。 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

 ５年 （３）② 選択・短答・記述式 ３ 分 易・普通・難 

 

個票への記述 

調べ学習を進めていくためにどのようなじょうほうが必要かがわかっており、ふく数のじょうほうの中か
らてき切なし料を選ぶことができています。 

調べたい内ようについて「千葉県でとれた魚料理」と「千葉県の魚料理のよさ」に着目してし料を選ぼう
としていますが、選んだし料が不足していました。全てのし料を注意深く読み取り、必要なし料を落とさ
ずに選べるようにしましょう。 

調べたい内ように対しててき切なし料を選ぶことができていますが、必要のないし料も選んでいるため、
全てのし料を注意深く読み取り、調べたい内ようにふさわしいかよくたしかめて選ぶことができるように
しましょう。 

まずは、調べたいことは何かをはっきりさせましょう。そして集めたし料の内ようとよくくらべて、調べ
たいことにふさわしいかどうかたしかめて、必要なし料を選びましょう。 

まずは、調べたいことは何かをはっきりさせましょう。そして集めたし料の内ようとよくくらべて、調べ
たいことにふさわしいかどうかたしかめて、必要なし料を選びましょう。 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 



 

 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 解答例 

１ ◎ t（トン）→ｇ（グラム）の変換を正しく行い、全体の重さ÷１ぴ
きあたりの重さの計算で「まあじ」の数を正しく求めている。 

17800000 
1780 万 
1780 まん 

２  
全体の重さ÷１ぴきあたりの重さの計算はできているが、t（ト
ン）→ｇ（グラム）の変換を正しくできていない。（「178」以下の
0の数が間違っている。） 

178000000 
178 万 
17800 など 

３  下 5桁が「00000」であるため、t（トン）→ｇ（グラム）の変換
を正しく行ったが、「178」の部分の数値が間違っている。 

15800000 
1760 万 など 

9  上記以外の解答  

０  無解答 ― 

 

＜出題のねらい＞ 

算数の知識・技能を基にクイズを作る場面で、重さの単位の変換（ｔ→ｇ）や単位量あたりの数を

求めることができるかどうかをみる。 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「広げ深める」 友達と互いに学び合う 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

 

＜授業改善の視点＞ 

数値を見るだけでは量感を伴った理解にならないことがあります。児童が実感をもって数や量を理

解できる工夫が必要です。全体の量を一単位あたりで捉えさせるなど、児童の実態や興味・関心に

応じてよりデータの理解を深める工夫をしてみましょう。また、単位の変換やわり算の計算など、

生活の場面の中で考えることができるように、実態に応じた手立てをしていきましょう。 

 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （４） 選択・短答・記述式 ８ 分 易・普通・難 

 

個票への記述 

ｔ（トン）→ｇ（グラム）へ重さの単位を変えて表すことが正しくできています。また、「全体の重さ÷1
ぴきあたりの重さ」の式も正しく立てることができ、まあじの全体の数を正しく求めることができました。 

「全体の重さ÷1ぴきあたりの重さ＝全体の数」の計算が正しくできています。ｔ（トン）→ｇ（グラム）
へ重さの単位を変えて表すことが正しくできるようにしましょう。 

ｔ（トン）→ｇ（グラム）へ重さの単位を変えて表すことが正しくできています。「全体の重さ÷1ぴきあ
たりの重さ」のわり算の計算でミスをしていると思われるので、答えが正しいかたしかめる計算（わる数
×商＝わられる数）をするなど、正しくわり算をする力を身に付けましょう。 

「全体の重さ÷１ぴきあたりの重さ」で「全体の数」が求められます。同じような問題をといて、正しく
計算できるようにしましょう。また、ｔ（トン）、㎏（キログラム）、ｇ（グラム）といった重さを表す単
位とその関係を正しく理かいしていきましょう。 

「全体の重さ÷１ぴきあたりの重さ」で「全体の数」が求められます。問題の文章からわかっていること
と聞かれていることに印をし、式を立ててみましょう。また、ｔ（トン）、㎏（キログラム）、ｇ（グラム）
など重さを表す単位とその関係を正しく理かいしましょう。 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 



 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 （想定される児童の思考） 解答例 

１ ◎ 

条件①②③を満たして解答しているもの 
正答の条件と判断基準 
①：加える材料について適切な説明を書いている。 
  加える材料の全ての名前を過不足なく書いている。 
  「みそ」以外の材料が細かくなっていることがわか
るように書いている。 

②：作業内容について適切な説明を書いている。 
  料理の工程として「混ぜる」ことを書いている。 
③：25字以上 40字以内で書いている。 

細かくきざんだしょうがとねぎと

しそを用意し、あじの身と混ぜま

す。（32 字） 

２ ○ 条件①②を満たし、③を満たさないで書いているもの 
細かくしたしょうがとねぎとしそ

をあじと混ぜます。（24 字） 

３  条件①③を満たし、②を満たさないで書いているもの 
細かくきざんだしょうがとねぎと

しそとあじを使います。（26字） 

４  条件②③を満たし、①を満たさないで書いているもの 
しょうがとねぎとしそを用意し、

あじの身と混ぜます。（25 字） 

９  上記以外の解答  

０  無解答 ― 

 

＜出題のねらい＞ 

動画と紙媒体など複数の資料を関連付け、必要な言葉を用いて、条件に合わせて伝えたい内容を正

確に記述できるかどうかをみる。 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

「広げ深める」 自分の考えを伝える。 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力  情報活用能力  問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

文章だけでなく、映像など非言語の情報からも必要な情報を選び、適切な表現を選んで文章にする

学習活動を取り入れていきましょう。自分の考えを伝えるために、相手意識や目的意識を明確にし、

適切な言葉を選んだり、正しくわかりやすく文章を組み立てて書く力は、どの教科でも求められる

大切な力です。 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （５） 選択・短答・記述式 10 分 易・普通・難 

 

個票への記述 

動画と材料のメモの内ようを関連付け、必要なじょうほうをてき切な言葉で表現し、料理の作り方を文章
化することができています。文字数などのじょうけんを守って書くこともできています。 

動画と材料のメモの内ようを関連付け、必要なじょうほうをてき切な言葉で表現し、料理の作り方を文章
化することができています。文字数のじょうけんがあるので、気を付けて見直しをしましょう。 

動画と材料のメモの内ようを関連付け、材料についてのじょうほうをてき切な言葉で表現できました。文
字数のじょうけんも正しく守っています。料理の作り方をよくたしかめて、具体的な言葉を使うと、より
わかりやすい表現になります。 

動画と材料のメモの内ようを関連付け、料理の作り方についてのじょうほうをてき切な言葉で表現できま
した。文字数のじょうけんも正しく守っていますが、材料についてのじょうほうが不足していました。相
手に正しく伝えるため、必要なことを落としていないか気を付けましょう。 

動画と材料のメモの内ようをよく見て、必要なじょうほうや大事な言葉をメモに書き出してみましょう。
メモをもとに文章を組み立て、動画やメモとくらべることで、正しく伝える文章になっているかかくにん
するとよいでしょう。 

動画と材料のメモの内ようをよく見て、必要なじょうほうや大事な言葉をメモに書き出してみましょう。
メモをもとに文章を組み立て、動画やメモとくらべることで、正しく伝える文章になっているかかくにん
するとよいでしょう。 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・ ５年） 



 

 

＜解答類型と分析＞ 

解答類型 類型を判断する条件 解答例 

１ ◎ 
学習のめあてに沿って、振り返ることができている。北海道の

学校との交流を通してわかった北海道や千葉県のよさ、効果的な
発表の仕方についてわかったことをまとめている 

ア 

２  
北海道のことだけを述べていて、千葉県について理解したこと

や効果的な発表の仕方について学んだことにふれていないため、
学習のめあてに沿っているといえない。 

イ 

３  
学習のはじめのところの感想になっており、内容がノートと異

なる。学習のめあてに沿って全体を振り返ることができていな
い。 

ウ 

４  
交流が楽しかったという感想だけで、学習のめあてについてふ

れていない。学習の目的や身に付いた力を意識した内容になって
いない。 

エ 

０  無解答 ― 

 

＜出題のねらい＞ 

学習のめあてに沿った振り返りの視点をもち、単元全体の学習活動を通して身に付けた力を考える

ことができるかどうかをみる。 

＜「『思考し、表現する力』を高める実践モデルプログラム」との関連＞ 

『まとめあげる』学んだことをまとめる 思考の過程を振り返る 

＜学習の基盤となる資質・能力＞学習指導要領総則より 

言語能力 情報活用能力 問題発見・解決能力 

＜授業改善の視点＞ 

児童が身に付ける力を明確にし、主体的に学習に取り組めるように、見通しをもって単元の内容を

検討し、学習計画を立てましょう。「見いだす」場面で学習の見通しをもたせ、めあてを明確にして

おくことで、児童は自ら学習を進めることができるようになります。「まとめあげる」場面では、め

あてに沿って学習を振り返らせることが大事です。自身の学びや変容について、「身に付けたい力」

という視点で、児童が的確に自身の学びを自覚することができます。 

学年 小問番号 解答形式 想定解答時間 難易度 

５年 （６） 選択・短答・記述式 ８ 分 易・普通・難 

 

個票への記述 

文章の中から目的にそって大切なことを読み取り、要約する力が身に付いており、「めあてにそって学習をふ
り返る」ことができました。これからも、「まとめあげる」場面では、自分に身に付いた力をたしかめるために、
学習のめあてにそった「ふり返り」の活動を大切にして学習をしていきましょう。 

 「ふり返り」は、自分に身に付いた力をたしかめるため、学習のめあてにそって、学習を通してわかったこ
とやできたことをまとめることが大切です。学習の目的や活動内ようをよく思い出し、めあてにそって学んだ
ことをまとめるとよいでしょう。 

「ふり返り」は、学習のめあてにそって、学習全体を通してわかったことやできたことをまとめることが大切
です。ふり返りが学習全体を通したものになっているか、学習のめあてや全体の活動内ようにそってたしかめ
るとよいでしょう。 

「ふり返り」は、学習のめあてにそって、学習全体を通してわかったことやできたことをまとめることが大切
です。こ人の自由な感想ではなく、学習のめあてにそってふり返ることができるようにしましょう。何をどの
ように学んだかをしっかりとふり返ることで、身に付いた力を自分でたしかめることができます。 

「ふり返り」は、学習のめあてにそって、自分に身に付いた力をたしかめることが大切です。学習のめあてや
活動内ようを書き出すなどしてふり返り、わかったことやできたことなどの身に付いた力をたしかめましょう。 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（ ○○小学校・ ５年） 

 

ちばっ子学びの未来デザインシート 問題概要解説書（小学校・５年） 


